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生
態
リ
ス
ク
懸
念

技術で
末

±
壌
粒
f
へ
の
吸
着
量
評
価

オ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
グ
調
査

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
劣

化
や
粉
砕
に
よ
り
生
成
さ

れ
る
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
よ
り
も
生
物
の
体
ク
を
研
究
し
て
い
る
。
本

内
に
取
り
込
ま
れ
や
す
い
稿
で
は
、
研
究
成
果
の
一

こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
部
を
紹
介
す
る
。

阪
光
度
を
比
較

ク
に
よ
る
生
態
リ
ス
ク
は

さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
プ
ラ

ク
に
関
し
て
は
、
水
域
を
ス
チ
ッ
ク
は
、
土
壌
粒
子

中
心
に
研
究
が
な
さ
れ
て
の
間
隙
（
か
ん
げ
き
）
に

い
る
が
、
報
告
例
は
ま
だ
蓄
積
し
た
り
、
雨
水
や
地

数
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
下
水
の
流
れ
に
乗
っ
て
土

る

。

壌

粒

子

の

表

面

で

吸

脱

着

産
業
技
術
総
合
研
究
所
し
た
り
し
な
が
ら
、
土
壌

粒
径
5
I
I
5
討
末
満
の
プ
（
産
総
研
）
は
、
土
壌
中
中
を
移
動
し
て
い
る
可
能

ラ
ス
チ
ッ
ク
片
は
、
マ
イ
で
の
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
プ
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
プ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
定
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
実
態
を
把
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
混
入
し
て

義
さ
れ
、
自
然
環
境
や
海
握
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
い
る
士
壌
に
お
い
て
、
土

洋
生
物
、
さ
ら
に
は
人
体
定
謳
す
る
手
法
の
確
立
を
壌
粒
子
と
区
別
し
て
、
ナ

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
急
ぐ
と
と
も
に
、
地
下
水
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
移
動

性
が
あ
る
。
粒
径
1
戸
招
へ
の
移
行
性
や
生
態
リ
ス
の
状
況
を
評
価
す
る
こ
と

（
ナ
ノ
は
1
0
億
分
の
1
)
|

1
窃
討
（
マ
イ
ク
ロ
は
1

0
0万
分
の
1

)

の
ナ
ノ

砲）

ー産絵•Illの挑戦一

土壌中でのナノプラスチックの蓄積・吸着・移動
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
我
視
光
分
光
光
度
計
を
用
い

々
は
紫
外
線
(

U

V

)

可
た
検
出
手
法
を
開
発
し

9,  

た
。
こ
の
手
法
は
土
壌
懸

濁
液
と
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
懸
濁
液
か
ら
得
ら
れ
る

吸
光
度
特
性
曲
線
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
濃
度
の
算

出
が
可
能
な
二
つ
の
波
長

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

土
壌
中
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
検
出
を
可
能
に
し
た
。

u
v可
視
光
分
光
光
度
約
1
0
0倍
大
き
い
こ
と
今
後
は
、
ナ
ノ
プ
ラ
ス

計
を
用
い
た
定
量
手
法
を
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
さ
ま

活
用
し
て
、
砂
質
土
と
黒
れ
は
、
両
者
に
お
い
て
、
ざ
ま
な
土
壌
を
用
い
た
通

ぼ
く
土
へ
の
ポ
リ
ス
チ
レ
単
位
体
積
当
た
り
の
比
表
水
実
験
な
ら
び
に
数
値
シ

ン
製
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
面
積
お
よ
び
粒
子
表
面
の
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

の
吸
着
量
を
比
較
し
た
。
帯
電
状
態
が
異
な
る
こ
と
て
土
壌
の
間
隙
へ
の
蓄
積

ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
試
料
が
、
主
な
原
因
で
あ
る
と
や
土
壌
粒
子
へ
の
吸
着
現

は
、
市
販
品
を
使
用
し
考
え
ら
れ
る
。
土
壌
中
の
象
を
再
現
し
、
土
壌
中
の

た
。
こ
の
実
験
か
ら
、
黒
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
移
動
と
ナ
ノ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
移

ぼ
く
土
の
吸
着
量
は
、
砂
挙
動
は
、
土
壌
種
に
強
く
動
と
挙
動
を
明
ら
か
に
し

質
土
の
そ
れ
よ
り
も
最
大
依
存
す
る
。
た
い
。
（
木
曜
日
に
掲
載
）

土
壌
種
に
依
存

産総研ネイチャーポジティフ
技術実装研究センター
自然資本DB構築・
価値解析研究チーム研究員

±III恭平

新潟県出身。主に土壌汚染のリス
ク評価に関する研究を行っている。
また、マイクロ・ナノプラスチックだ
けでなく、土壌中の有機フッ素化合
物 CPFAS)汚染に関する研究や
表層土壌評価基本図の整備にも取り

組んでいる。生物多様性に資する土
壌環境を見極めたいと考えている。
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